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乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
十
一
年
の
年
月
を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
『
綴
白
蓑
』
は
、
玩
花
主
人
の
手
に
成
る
租
本
に
基
づ
き
、

銭
徳
蒼
が
増
輯
し
た
戯
曲
選
本
で
あ
る
。
該
書
が
乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
七
四
）
に
一
雁
の
完
成
を
見
る
ま
で
に
、
凡
そ
三
次
に
亙
る
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輯
、
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
別
稿
に
お
い
て
夙
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
は
乾
隆
二
十
九
年
か
ら
同
三
十

三
年
（
一
七
六
八
）
の
聞
に
、
第
一
次
編
輯
と
し
て
全
五
編
が
上
梓
さ
れ
た
。
次
い
で
乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
に
お
け
る
既
出
五
編

の

改
訂
、
及
び
六
編
の
上
梓
、
翌
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
の
七
編
、
八
編
の
上
梓
が
第
二
次
編
輯
で
あ
る
。
最
後
に
第
三
次
編
輯
と
し

て

乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
同
三
十
九
年
に
至
る
既
出
の
七
編
、
八
編
の
改
訂
と
、
九
編
か
ら
十
二
編
ま
で
の
新
た
な
上
梓
が

行
わ
れ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
銭
徳
蒼
に
よ
る
『
綴
白
装
』
の
編
輯
、
改
訂
は
一
雁
の
完
成
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
か

く
も
複
雑
な
経
路
を
辿
っ
て
編
ま
れ
た
『
綴
白
裏
』
は
、
當
初
は
如
上
の
編
輯
の
各
段
階
と
も
に
金
闇
寳
仁
堂
か
ら
梓
行
さ
れ
た
も

の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
刻
本
と
同
時
代
の
乾
隆
年
聞
、
そ
れ
に
績
く
嘉
慶
年
聞
に
お
い
て
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
に
お
い
て
も
藪

多
く
の
翻
刻
版
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
度
重
な
る
『
綴
白
装
』
の
翻
刻
は
、
俳
優
、
観
客
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
該
書
が

上
演
や

観
劇
に
際
す
る
手
控
え
と
し
て
必
要
不
可
訣
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
書
韓
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
僅
か
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な
補
訂
を
施
し
た
だ
け
で
容
易
に
利
盆
を
學
げ
る
こ
と
の
で
き
る
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
よ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
乾
隆
、
嘉
慶
の
雨
代
に
行
わ
れ
た
翻
刻
版
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
同
時
に
、
原
刻
の
金
間
寳
仁
堂
梓
行
本

が

ど
の
よ
う
に
襲
用
さ
れ
、
増
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
當
時
の
演
劇
界
の
様
相
を
も
硯
野
に
入
れ
な
が
ら
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

　
『
綴
白
装
』
の
翻
刻
版
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
、
原
刻
本
に
お
い
て
第
二
次
編
輯
と
し
て
第
一
次
編
輯
の
全
五
編
が
全
面
的
に
改
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

さ
れ
、
新
た
に
六
編
が
上
梓
さ
れ
た
乾
隆
三
十
五
年
に
武
林
鴻
文
堂
か
ら
梓
行
さ
れ
た
初
編
か
ら
六
編
ま
で
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
乾
隆

四
十
二
年
二
七
七
七
）
の
同
書
騨
に
よ
る
全
十
二
編
の
校
訂
重
鏑
本
の
初
編
封
面
は
「
乾
隆
四
十
二
年
校
訂
重
錆
／
綴
白
裏
新
集
合
編

／

…
…
　
轍
徹
鴻
文
堂
」
に
作
り
、
初
編
か
ら
十
二
編
ま
で
の
総
目
を
置
い
て
お
き
な
が
ら
も
、
冒
頭
の
乾
隆
庚
寅
（
三
十
五
年
）
季
春
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

涜

な
る
刊
記
を
有
す
る
程
大
衡
「
新
鑑
綴
白
装
合
集
序
」
に
は
、
「
玩
月
〔
花
〕
主
人
　
向
に
『
綴
白
袋
』
を
集
め
、
銭
子
徳
蒼
　
捜
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　

し
復
た
増
輯
し
、
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
三
、
今
は
則
ち
廣
ま
り
て
六
と
爲
る
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
書
二
編
の
封
面
上
欄
に
は

「乾
隆
三
十
五
年
夏
鏑
」
、
三
編
か
ら
六
編
ま
で
の
封
面
上
欄
に
は
「
乾
隆
三
十
五
年
春
鏑
」
な
る
刊
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測

が
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
武
林
鴻
文
堂
に
よ
る
初
編
か
ら
六
編
ま
で
の
翻
刻
は
、
二
編
以
降
の
封
面
を
書
璋
名
以
外
は
金
闇
賓
仁
堂
梓
行
本
と
全

く
同
様
に
「
時
興
雅
調
　
○
○
○
○
／
綴
白
義
新
集
／
○
編
　
継
彿
鴻
文
堂
」
に
作
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
覆
刻
本
と
言
い
得
べ
き
ほ
ど
金

闇
賓
仁
堂
梓
行
本
に
極
め
て
忠
實
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
た
め
に
、
銭
徳
蒼
に
新
た
に
七
編
、
八
編
の
編
輯
を
企
圖
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
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た
の
で
は
な
い
か
。

　
す
な
わ
ち
、
乾
隆
三
十
六
年
、
朱
緑
建
の
手
に
成
る
『
補
訂
時
調
昆
腔
綴
白
蓑
七
編
』
の
序
文
に
は
、
上
場
の
曲
を
能
く
輯
録
し
た
も

の

と
し
て
評
償
す
る
と
同
時
に
、
翻
刻
本
の
横
行
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
今
　
君
　
毎
歳
　
『
白
杢
』
一
冊
を
輯
め
、
已
に
六
編
を
成
す
。
其
の
聞
　
節
奏
の
高
下
、
闘
箏
の
緩
急
、
脚
色
の
勢
逸
、
誠
に
深

　
　
く
場
上
の
痛
療
を
得
し
者
有
り
。
故
に
一
集
の
出
つ
る
毎
に
、
彼
の
梨
園
中
　
奉
じ
て
指
南
と
爲
さ
ざ
る
は
無
く
、
塵
断
輩
の
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

　
　
圓
り
て
翻
刻
す
る
を
怪
し
む
無
き
な
り
。
…
…
繕
本
の
已
に
剤
剛
に
付
さ
る
る
を
聞
き
、
柳
か
敷
言
を
誌
し
以
て
君
の
請
に
慮
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
　
　
　
　
　
　
る
　

　
　
と
す
。
而
も
亦
た
以
て
世
の
濫
竿
せ
し
者
の
悟
ん
じ
て
恥
ぢ
ざ
る
を
塊
む
る
な
り
。

　
ま
た
、
同
年
の
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
杢
八
編
』
冒
頭
に
は
、
他
な
ら
ぬ
銭
徳
蒼
そ
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
鏡
心
居
士
の
「
求
作
白

裏
序
啓
」
が
置
か
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
篇
幅
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
既
出
の
全
六
編
が
翻
刻
さ
れ
て
書
債
が
減
じ
、
糊
口
を
凌
ぎ
得
ぬ
ほ

ど
の
苦
境
に
陥
っ
た
、
と
言
う
。

　
　
僕
　
年
來
　
生
計
蓋
條
と
し
て
、
窮
愁
　
盆
ミ
甚
だ
し
。
酒
酎
の
際
、
博
く
時
腔
を
採
り
、
柳
か
以
て
愁
魔
を
駆
遣
す
。
偶
ミ
梓
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
は

　
　
に
付
す
に
、
意
は
ざ
り
き
　
頗
る
時
宜
に
合
ひ
、
稽
ミ
少
し
く
錨
鉄
を
寛
め
、
頼
ひ
に
以
て
口
を
醐
す
る
を
得
ん
と
は
。
今
　
友
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　

　
　
の

翻
刻
す
る
と
こ
ろ
と
爲
り
て
、
構
へ
し
者
稀
に
し
て
値
　
頓
に
減
ず
。

　
か
く
も
銭
徳
蒼
が
心
を
砕
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
實
際
に
翻
刻
本
が
行
わ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
る
氣
配
が
あ
っ
た
た
め
か
、

乾
隆
三
十
七
年
に
九
編
、
十
編
が
編
輯
さ
れ
た
折
か
ら
、
翌
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
は
第
二
次
編
輯
の
七
編
、
八
編
を
解
豊
し
て
全

面

的
な
改
訂
を
施
し
、
更
に
翌
三
十
九
年
に
は
八
編
に
輯
録
さ
れ
て
い
た
榔
子
腔
と
汎
稗
さ
れ
る
地
方
劇
、
及
び
高
腔
の
散
鮪
を
包
描
し

た
『
綴
白
蓑
榔
子
腔
十
一
集
外
編
』
、
昆
山
腔
の
散
勧
の
み
か
ら
成
る
『
補
訂
時
筒
昆
腔
綴
白
裏
十
二
編
』
の
公
刊
と
い
う
第
三
次
編
輯

が
行
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
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乾

隆
三
十
九
年
に
お
け
る
第
三
次
編
輯
版
の
『
重
訂
昆
腔
綴
白
袋
七
編
』
に
附
さ
れ
る
周
家
播
の
序
文
に
は
、
先
行
の
七
編
が
再
び
翻

刻
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
改
訂
を
施
し
て
新
た
な
る
七
編
を
編
輯
し
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
も

　
　
嚢
時
本
と
六
集
の
後
に
再
び
一
集
を
編
ま
ん
と
欲
す
。
坊
人
の
寛
に
七
集
を
以
て
余
に
示
す
を
期
せ
ず
。
因
り
て
繍
か
に
其
の
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
心
を
有
す
を
得
し
を
快
と
す
。

　
以
上
の
ご

と
く
、
銭
徳
蒼
は
周
到
な
用
意
に
基
づ
い
て
改
編
を
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乾
隆
四
十
二
年
に
至
っ
て
、
先
の
武
林
鴻

文
堂
に
よ
っ
て
七
編
以
降
の
翻
刻
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
該
書
の
七
編
、
八
編
、
十
編
の
封
面
上
欄
に
「
乾
隆
四
十
二

年
新
鏑
」
、
九
編
の
封
面
上
欄
に
「
乾
隆
四
十
二
年
夏
錆
」
、
十
一
集
外
編
、
十
二
編
の
封
面
上
欄
に
「
乾
隆
四
十
二
年
冬
錆
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
七
編
か
ら
十
編
ま
で
の
封
面
は
、
「
内
分
○
○
○
〇
四
冊
／
綴
白
蓑
新
集
／
○
編
　
継
彿
鴻
文
堂
」
に
、
十
一
集

外
編
の
封
面
は
「
内
分
萬
方
同
慶
四
冊
／
綴
白
袋
新
集
／
○
編
　
賦
淋
輔
文
」
に
、
十
二
編
の
封
面
は
「
内
分
千
古
長
春
四
冊
／
綴
白
装

新
集
／
○
編
　
鑓
淋
輪
文
」
に
作
り
、
初
編
の
封
面
を
前
述
の
ご
と
く
「
乾
隆
四
十
二
年
校
訂
重
鏑
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

同
年
に
は
乾
隆
三
十
五
年
に
お
け
る
第
二
次
編
輯
の
初
編
か
ら
六
編
ま
で
の
翻
刻
版
に
加
え
て
、
第
三
次
編
輯
に
お
い
て
新
た
に
編
ま
れ

た
七
編
か
ら
十
二
編
ま
で
が
新
た
に
翻
刻
さ
れ
、
全
十
二
編
を
匪
集
し
て
、
「
校
訂
重
錆
」
な
る
四
字
を
冠
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

三

　
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
は
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
に
忠
實
な
翻
刻
本
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
以
降
に
上
梓
さ
れ
た
『
綴
白
装
』
に
は
、
翻

刻
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
れ
ぬ
た
め
の
弄
策
か
、
あ
る
い
は
當
初
よ
り
翻
刻
の
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
た
め
か
、
必
ず
し
も
金
間
賓
仁
堂
梓



947　乾隆嘉慶聞刊『綴白装』翻刻版の諸相

行
本
に
は
從
わ
ず
、
少
な
か
ら
ぬ
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
　

　
そ
の
嗜
矢
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
乾
隆
四
十
六
年
（
一
七
八
一
）
の
四
教
堂
梓
行
本
で
あ
る
。
該
書
の
初
集
封
面
は

「
内
分
十
二
集
／
重
訂
綴
白
装
／
全
編
　
四
教
堂
梓
行
」
に
、
二
集
か
ら
十
二
集
ま
で
の
封
面
は
「
重
訂
綴
白
装
／
○
編
　
四
教
堂
梓
行
」

に
作
り
、
上
欄
は
全
て
「
乾
隆
四
十
六
年
新
錆
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
四
教
堂
梓
行
本
と
原
刻
の
金
闇
賓
仁
堂
梓
行
本
、
そ
の
翻
刻
で
あ
る
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
と
の
最
も
顯
著
な
異
同
は
、
各
編
四
集
か
ら

成
る
と
い
う
構
成
を
、
各
集
四
巻
に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
に
お
い
て
は
、
初
編
を
「
風
・
調
・
雨
・

順
」
、
二
編
を
「
海
・
宴
’
河
・
澄
」
、
三
編
を
「
群
・
麟
・
献
・
瑞
」
、
四
編
を
「
彩
・
鳳
・
和
・
鳴
」
、
五
編
を
「
清
・
歌
・
妙
・
舞
」
、

六
編
を
「
共
・
樂
・
昇
・
平
」
、
七
編
を
「
民
・
安
・
物
・
阜
」
、
八
編
を
「
五
・
穀
・
豊
・
登
」
、
九
編
を
「
含
・
哺
・
撃
・
壌
」
、
十
編

を
「
遍
・
地
・
歓
・
聲
」
、
十
一
集
外
編
を
「
萬
・
方
・
同
・
慶
」
、
十
二
編
を
「
千
・
古
・
長
・
春
」
の
各
四
集
に
分
か
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
四
教
堂
梓
行
本
で
は
こ
う
し
た
煩
項
な
分
類
で
は
な
く
、
初
集
か
ら
十
二
集
に
至
る
各
集
を
、
軍
に
「
巻
一
・
巻
二
・
巻
三
・
．
巻

四
」
に
簡
略
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
版
心
の
表
記
に
つ
い
て
も
愛
更
が
見
ら
れ
る
。
先
ず
、
金
間
賓
仁
堂
梓
行
本
で
は
戯
曲
名
、
散
餉
名
、
集
名
の
順
に
記
載
さ
れ
、

例
え
ば
「
牧
羊
記
　
慶
壽
　
風
」
の
ご
と
き
形
を
と
る
。
一
方
、
四
教
堂
梓
行
本
で
は
戯
曲
名
、
巻
藪
、
散
齢
名
、
集
名
の
順
に
記
載
さ

れ
、
例
え
ば
「
牧
羊
記
　
巻
一
　
慶
壽
　
初
集
」
の
ご
と
き
形
に
作
っ
て
い
る
。

　
輯
録
さ
れ
る
散
勧
に
關
し
て
も
、
先
ず
昆
山
腔
に
つ
い
て
は
、
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
に
お
い
て
八
十
六
種
四
百
二
十
六
髄
輯
録
さ
れ
て

い

た
も
の
が
、
四
教
堂
梓
行
本
に
至
っ
て
八
十
六
種
四
百
二
十
二
勧
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
編
順
集
の
『
水
瀞
記
』
「
殺

惜
」
「
活
捉
」
が
二
集
三
巻
に
、
二
編
河
集
の
『
倒
精
忠
』
「
刺
字
」
が
六
集
二
巻
に
、
六
編
樂
集
の
『
盤
陀
山
』
「
焼
香
」
「
羅
夢
」
が
五

集
三
巻
に
移
さ
れ
、
二
編
河
集
の
『
倒
精
忠
』
「
草
地
」
「
敗
金
」
「
献
金
橋
」
、
五
編
妙
集
の
『
清
忠
譜
』
「
訪
文
」
「
罵
祠
」
が
捌
去
さ
れ
、
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新

た
に
初
集
四
巻
に
『
紅
梨
記
』
「
賞
燈
」
が
増
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
昆
山
腔
以
外
の
地
方
劇
や
時
調
小
曲
な
ど
三
十
四
種
七
十
勧
に

つ
い
て
輯
録
敷
に
愛
更
は
無
い
も
の
の
、
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
に
お
い
て
目
録
に
「
榔
子
腔
」
、
「
高
腔
」
、
版
心
に
お
い
て
「
榔
子
腔
」
、

「高
腔
」
、
「
西
秦
腔
」
、
「
齪
弾
腔
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
榔
子
腔
に
つ
い
て
は
全
て
「
雑
劇
」
な
る
名
稻
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
饗
改
に
加
え
て
、
該
書
が
軍
な
る
翻
刻
本
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
か
、
「
綴
白
袋
七
集
序
」
は
乾
隆
三
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

版
の
朱
緑
建
序
を
襲
用
し
な
が
ら
、
前
掲
の
「
塵
断
輩
」
以
下
の
剰
繍
糾
弾
に
係
る
箇
所
は
剛
去
さ
れ
、
「
誠
に
風
騒
の
雀
事
な
り
」
な

る
一
文
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

　
四

教
堂
梓
行
本
に
倣
っ
て
「
○
集
△
巻
」
の
形
式
で
行
わ
れ
た
も
の
に
は
、
乾
隆
四
十
六
年
の
集
古
堂
藏
板
、
同
四
十
六
．
四
十
七
年

（
三
八
二
八
三
の
共
賞
齋
藏
梗
・
同
年
の
嘉
慶
＋
五
年
（
天
δ
）
の
五
柳
居
梓
行
莉
、
同
＋
八
年
二
八
二
三
の
王
善
壁
・
郭

維
董
序
刊
麺
な
ど
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
刊
本
で
は
四
教
堂
梓
行
本
と
は
異
な
り
、
榔
子
腔
の
呼
稻
は
雑
劇
に
は
改
め
ら
れ
な
い
。

　
一
方
、
散
繭
の
増
捌
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
髄
裁
は
原
刻
本
の
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
、
そ
の
翻
刻
で
あ
る
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
を
襲
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
○
編
△
集
」
の
形
で
行
わ
れ
る
も
の
も
存
す
る
。
乾
隆
四
十
七
年
の
金
間
學
耕
堂
梓
行
本
、
乾
隆
五
十
二
年
（
一
七
八
七
）
の
嘉
興
増
利

堂
梓
行
柱
同
年
の
蓋
ハ
博
雅
堂
梓
行
華
嘉
慶
九
年
（
天
・
四
）
の
武
林
三
雅
堂
梓
行
欝
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
完
本
を
目
賭

し
得
て
お
ら
ず
断
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
、
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
に
少
し
く
饗
改
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
嘉
興
増
利
堂
梓
行
本
で
は
六
編
樂
集
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
『
精
忠
記
』
「
交
印
」
、
『
盤
陀
山
』
「
焼
香
」
「
羅
夢
」
は
捌
去
さ
れ
、
新

た
に
『
宵
光
剣
』
「
設
計
」
「
誤
殺
」
「
報
信
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
因
に
、
上
梓
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
見
る
と
、
原
刻
本
の
實
仁
堂
梓
行
本
と
同
じ
系
統
の
學
耕
堂
梓
行
本
は
金
闇
、
鴻
文
堂
梓
行
本
、

三

雅
堂
梓
行
本
は
武
林
、
増
利
堂
梓
行
本
、
博
雅
堂
梓
行
本
は
嘉
興
と
い
っ
た
江
南
一
帯
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
四
教
堂
梓
行
本
と
同
じ

系
統
の
集
古
堂
藏
板
、
共
賞
齋
藏
板
、
五
柳
居
梓
行
本
、
王
善
壁
・
郭
維
喧
序
刊
本
の
上
梓
さ
れ
た
地
域
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
や
は



り
江
南
で
上
梓
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
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『
綴
白
裏
』
に
關
し
て
、
い
ま
一
つ
興
味
深
い
事
柄
は
、
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
、
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
、
四
教
堂
梓
行
本
の
ご
と
く
、

一
書
騨

に
よ
る
全
篇
の
上
梓
で
は
な
く
、
あ
る
書
騨
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
全
篇
に
別
の
書
鯵
名
を
冠
し
た
り
、
異
な
る
書
騨
に
よ
っ
て

上
梓
さ
れ
た
も
の
の
零
本
を
匪
集
し
た
り
、
そ
の
零
本
の
匿
集
に
新
た
な
書
蜂
名
を
冠
し
た
と
思
わ
れ
る
版
本
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
京
都
大
學
文
學
部
藏
本
は
、
次
の
ご
と
く
初
集
の
封
面
、
す
な
わ
ち
全
篇
の
封
面
は
集
古
堂
藏
板
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
二
集
以
降

は
全
て
共
賞
齋
藏
板
に
作
っ
て
い
る
。
因
に
、
東
北
大
學
附
属
圖
書
館
藏
の
王
善
壁
・
郭
維
垣
序
刊
本
も
程
大
衡
の
線
序
に
績
け
て
、
「
嘉

慶
十
八
季
歳
在
昭
陽
作
墨
孟
冬
上
溝
、
同
里
弟
王
善
壁
拝
題
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
叙
、
「
嘉
慶
十
八
年
小
陽
月
上
溝
、
表
姪
郭
維
喧
頓
首

拝
題
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
題
説
、
「
之
衆
薫
横
黎
庭
氏
識
」
と
署
す
る
凡
例
が
置
か
れ
る
他
は
、
京
都
大
學
文
學
部
藏
本
に
完
全
に
一

致
す
る
。
（
編
名
、
封
面
、
封
面
上
欄
、
版
心
・
内
容
の
順
で
掲
げ
る
。
封
面
上
欄
に
つ
い
て
記
載
の
無
い
も
の
に
は
×
を
附
す
。
版
心
と
内
容
に
つ
い

て

は
、
各
編
（
集
）
が
四
集
（
巻
）
を
通
じ
て
同
一
で
あ
る
場
合
は
纏
め
て
、
各
編
（
集
）
の
各
集
（
巻
）
毎
に
異
な
る
場
合
は
個
別
に
、
前
述
の
寳
仁

堂
梓
行
本
系
統
の
形
で
あ
れ
ば
［
賓
］
、
四
教
堂
梓
行
本
系
統
で
あ
れ
ば
［
四
］
と
記
す
。
以
下
同
様
）

初 編

集 名

集重乾
合訂隆
編綴四

封

白十
集装六
古新年

面

堂　　新
藏　　鋳
板

内

分
十

二
集

封
面

× 上
欄

版

一
心

四 ・

一 内
容
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二
集
～
九
集

乾
隆
四
十
六
年
新
錆
重
訂
綴
白
装
○
集
共
賞
齋
藏
板

×

［四
］

十
　
　
集

乾
隆
四
十
七
年
新
鏑
重
訂
綴
白
袋
十
集
　
共
賞
齋
藏
板

×

［四
］

十
一
集
～
十
二
集

乾
隆
四
十
六
年
新
鋳
重
訂
綴
白
袋
○
集
共
賞
齋
／
藏
板

×

［四
］

　
ま
た
、
北
京
大
學
圖
書
館
古
籍
善
本
室
藏
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
饅
裁
か
ら
成
る
も
の
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
初
集
か
ら
三
集
ま
で

は
四
教
堂
梓
行
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
封
面
を
四
教
堂
梓
行
に
作
る
四
集
の
鳳
集
．
和
集
に
は
寳
仁
堂
梓
行
本
系
統
の
零
本

が
用
い
ら
れ
、
五
編
以
降
は
嘉
興
増
利
堂
梓
行
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
編
ま
で
は
四
教
堂
梓
行
本
に
生
じ
た
一
部
の
訣
落

を
實
仁
堂
梓
行
本
系
統
の
零
本
に
よ
っ
て
、
五
編
以
降
は
増
利
堂
梓
行
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

初
編

集
名

全重内
編訂分
　綴十

封

四白二
教裏集
堂 面

梓
行

乾
隆
四
十
六
年

封
面
上
欄

新
錆

版

一
心

四 ●

一 内
容



二
集
ー
三
集

重訂
綴
白
装
新
集
○
編
　
四
教
堂
梓
行

乾
隆
四
十
六
年
新
錆

［四
］

四

　
　
集

重
訂編

　
四
教
堂
梓
行

乾
隆
四
十
六
年
新
鏑

五
編
～
十
二
編

内
分
○
○
○
〇
四
冊
綴
白
杢
新
集
○
編
嘉
興
増
利
堂
梓
行

乾
隆
丁
未
年
夏
錆

［寳
］
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同
じ
く
北
京
大
學
圖
書
館
古
籍
善
本
室
藏
本
に
は
、
複
敷
の
書
蜂
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
の
零
本
を
匿
集
し
、
全
篇
の
封
面
に
新

た
な
書
韓
名
を
冠
し
た
も
の
も
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
全
篇
の
封
面
を
桂
月
模
梓
行
に
作
り
な
が
ら
、
初
集
、
及
び
封
面
を
訣
く
四
編
に

は
、
賓
仁
堂
梓
行
本
系
統
と
四
教
堂
梓
行
本
系
統
の
零
本
が
混
在
し
、
封
面
を
金
間
賓
仁
堂
梓
行
に
作
る
三
編
の
巻
二
、
巻
四
は
、
四
教

堂
梓
行
本
系
統
の
零
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
編
、
六
編
、
十
編
は
書
騨
名
を
訣
く
け
れ
ど
も
寳
仁
堂
梓
行
本
系
統
の
版
本
が
、

五
編
に
は
嘉
興
増
利
堂
梓
行
本
が
、
七
編
、
九
編
に
は
金
闇
學
耕
堂
梓
行
本
が
、
八
編
に
は
武
林
三
雅
堂
梓
行
本
が
、
十
一
編
に
は
嘉
興

博
雅
堂
梓
行
本

が
、
十
二
編
に
は
金
闇
寳
仁
堂
梓
行
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
二
編
の
澄
集
に
は
「
此
集
訣
」
な
る
注
記
が
墨
書
さ

れ
て

い

る
け
れ
ど
も
、
賓
仁
堂
梓
行
本
系
統
の
八
編
登
集
が
補
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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初
　
集

内
分
十
二
集
重
訂
綴
白
蓑
全
編
桂
月
棲
梓
行

×

巻
一
…
［
四
］
　
…
…
：
巻
二
…
［
四
］
雨
集
…
蚕
］
順
集
…
［
寳
］

二
　
編

内
分
海
宴
河
澄
四
冊
綴
白
装
新
集
二
編

×

海

三
　
編

内
分
群
麟
献
瑞
四
冊
綴
白
装
新
集
三
編
金
闇
學
耕
堂
梓
行

乾
隆
三
十
五
年
春
鍋

群

四

　
編

訣

鉄

巻
一
…
［
四
］
　
…
…
…
鳳
集
…
［
寳
］
巻
三
…
［
四
］
　
　
’
．
ぐ
．
1
」
．
，
巻
四
…
［
四
］

五
　
編

内
分
清
歌
妙
舞
四
冊
綴
白
装
新
集
五
編
　
嘉
興
増
利
堂
梓
行

乾
隆
丁
未
年
夏
鏑

［寳
］
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口
口
ロ
ロ
ロ
平
四
冊

六
　
編

口
白
装
新
集

×

［寳
］

六
編

内
分
民
安
物
阜
四
冊

七
　
編

綴
白
蓑
新
集

乾
隆
四
十
七
年
夏
鏑

［寳
］

七

編
金
闇
學
耕
堂
梓
行

内
分
五
穀
豊
登
四
冊

八
　
編

綴
白
装
新
集

嘉
慶
甲
子
年
春
鏑

［寳
］

八
編
　
武
林
三
雅
堂
梓
行

内
分
含
哺
撃
壌
四
冊

九
　
編

綴
白
装
新
集

乾
隆
四
十
七
年
夏
鋳

［賓
］

九

編
　
金
闇
學
耕
堂
梓
行

十
　
編

訣

訣

［實
］

内
分
萬
方
同
慶
四
冊

十
一
編

綴
白
装
外
編

乾
隆
丁
未
年
夏
鏑

［賓
］

十
一
集
　
嘉
興
博
雅
堂
梓
行

内
分
千
古
長
春
四
冊

十
二
編

綴
白
装
補
編

乾
隆
三
十
九
年
夏
鍋

［寳
］

十
二
集
寳
仁
堂
増
輯
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以
上
の
ご

と
く
、
實
際
に
巷
閲
に
行
わ
れ
た
『
綴
白
裏
』
の
中
に
、
異
な
る
書
緯
に
よ
っ
て
梓
行
さ
れ
た
も
の
の
零
本
を
匿
集
し
、
完

本
と
し
た
も
の
が
存
す
る
こ
と
は
極
め
て
特
徴
的
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
全
篇
の
封
面
を
集
古
齋
藏
板
に
作
り
な
が
ら
内
實
は

共
賞
齋
藏
板
の
版
本
を
用
い
る
も
の
は
、
あ
る
い
は
版
権
の
移
譲
等
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
四
教
堂
梓
行
本
を
標

榜
し
な
が
ら
、
四
教
堂
梓
行
本
系
統
の
版
本
の
み
な
ら
ず
賓
仁
堂
梓
行
本
系
統
の
零
本
、
増
利
堂
梓
行
本
が
一
套
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い

る
も
の
、
あ
る
い
は
桂
月
模
梓
行
と
明
示
し
な
が
ら
、
寳
仁
堂
梓
行
本
系
統
、
四
教
堂
梓
行
本
系
統
の
零
本
、
及
び
増
利
堂
梓
行
本
、
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

耕
堂
梓
行
本
、
三
雅
堂
梓
行
本
、
博
雅
堂
梓
行
本
を
纏
め
直
し
た
も
の
は
、
零
本
の
匿
集
に
よ
っ
て
完
本
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
當
初
は
恐
ら
く
一
書
韓
に
よ
っ
て
全
編
が
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
時
代
の
推
移
に
伴
っ
て

一
部
分

に
訣
落
が
生
じ
た
が
た
め
、
已
む
無
く
如
上
の
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
讐
え
藏
書
家
の
手
に
成
る
策
術
で
あ
っ

た
に
せ
よ
、
十
二
編
が
一
套
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
『
綴
白
蓑
』
の
存
在
債
値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

五

　
『
綴
白
裏
』
に
お
け
る
散
勧
の
輯
録
に
お
い
て
、
看
過
で
き
な
い
の
は
昆
山
腔
以
外
の
地
方
劇
の
蒐
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
當
時
、
巷

閲
で
繰
り
廣
げ
ら
れ
て
い
た
雅
部
、
す
な
わ
ち
傳
統
的
な
昆
山
腔
の
戯
曲
と
、
花
部
、
す
な
わ
ち
新
興
の
聲
腔
に
乗
せ
た
地
方
劇
と
の
交

替
に
影
響
さ
れ
て
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。

　
乾
隆
三
十
五
年
版
の
『
綴
白
裏
』
六
編
凡
例
に
は
、
俗
に
榔
子
腔
と
汎
稽
さ
れ
る
聲
腔
が
、
榔
子
秩
腔
と
榔
子
齪
弾
腔
の
二
種
を
意
味

し
て
お
り
、
前
者
を
榔
子
腔
、
後
者
を
齪
弾
腔
と
呼
ぶ
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
榔
子
秩
腔
は
、
帥
ち
昆
ざ
腔
な
り
。
榔
子
齪
弾
腔
と
俗
に
皆
な
榔
子
腔
と
稻
す
。
是
の
編
中
　
凡
そ
榔
子
秩
腔
は
則
ち
榔
子
腔
と
簡
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稻
し
、
柳
子
齪
弾
腔
は
則
ち
齪
弾
腔
と
簡
稽
し
、
以
て
混
清
を
防
ぐ
。

　
孟
繁
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
昆
ざ
腔
が
安
慶
に
流
入
し
、
秦
腔
と
の
融
合
に
際
し
て
、
昆
ざ
腔
を
主
饅
と
す
る
榔
子
秩
腔
と
、
秦
腔
を
主
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

と
す
る
榔
子
齪
弾
腔
に
分
化
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昆
山
腔
と
ざ
陽
腔
系
統
の
聲
腔
と
が
融
合
し
て
生
み
出
さ
れ
た

昆
ざ
腔
が
、
秦
腔
の
影
響
を
受
け
て
新
た
な
聲
腔
へ
と
饗
容
し
た
の
で
あ
る
。
昆
山
腔
は
言
う
ま
で
も
な
く
長
短
句
か
ら
成
る
曲
牌
聯
套

禮
の
形
式
を
と
る
樂
曲
系
演
劇
で
あ
る
。
ざ
陽
腔
系
統
の
聲
腔
と
は
、
基
本
的
に
は
樂
曲
系
演
劇
な
が
ら
も
齊
言
句
か
ら
成
る
詩
讃
髄
の

渡
調
を
含
ん
だ
板
式
愛
化
髄
形
式
の
詩
讃
系
演
劇
で
あ
り
、
萬
暦
年
閲
以
降
、
院
南
に
お
い
て
盛
行
し
た
青
陽
腔
や
徽
州
腔
を
指
す
。
ま

た
秦
腔
は
恐
ら
く
山
陳
商
人
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
山
西
・
陳
西
の
詩
讃
系
土
腔
で
あ
り
、
こ
の
秦
腔
と
昆
ざ
腔
と
の
融
合
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
榔
子
秩
腔
、
榔
子
齪
弾
腔
な
る
新
た
な
聲
腔
は
、
い
ず
れ
も
板
式
愛
化
饅
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
綴
白
裏
』
に
輯
録
さ
れ
る
榔
子
秩
腔
、
榔
子
齪
弾
腔
は
、
い
ず
れ
も
長
短
句
か
ら
成
る
曲
牌
を

含
み

つ
つ

、
齊
言
髄
の
部
分
を
も
併
せ
も
つ
と
い
う
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
曲
牌
聯
套
髄
か
ら
板
式
愛
化
髄
へ
の
、
ま
さ
し
く
過
渡
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

段
階
に
位
置
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
『
綴
白
裏
』
の
散
勧
は
、
ま
さ
し
く
乾
隆
年
閲
に
お
い
て
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
新
興
の
聲
腔
に
基

づ
く
散
齢
の
輯
録
は
、
當
時
の
演
劇
界
か
ら
す
れ
ば
時
宜
に
適
っ
た
快
學
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
事
實
、
明
末
以
來
隆
盛
を
誇
っ
た
昆
山
腔

が
忌
避

さ
れ
て
、
新
興
の
聲
腔
が
歓
迎
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
例
え
ば
、
庚
午
（
乾
隆
十
五
年
・
一
七
五
〇
）
に
公
刊
さ

れ

た
と
畳
し
い
、
江
寧
出
身
の
張
堅
『
夢
中
縁
』
冒
頭
に
附
さ
れ
る
徐
孝
常
の
序
文
に
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
好
む
所
は
惟
だ
秦
聲
・
曜
・
ざ
の
み
に
し
て
、
呉
騒
を
聴
く
を
厭
ひ
、
昆
曲
を
歌
ふ
を
聞
け
ば
、
軌
ち
関
然
と
し
て
散
去
す
。

　
ま
た
金
置
の
人
で
あ
る
銭
泳
の
『
履
園
叢
話
』
十
一
「
藝
能
」
の
「
演
戯
」
の
條
に
も
同
様
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。
道
光
十
八
年
（
一

八
三

八
）
の
上
梓
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
乾
隆
年
閲
の
様
相
が
活
■
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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花　買　小鼓
咽
　
妹
一
　
脂
　
子
榔
　
＿
　
＿
子
　
榔
　
思
腔
　
子
　
春
）
　
腔
　
）
　
）
1
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
）
6
　
6
　
3
共
共
　
群

覆
白
裏
三
散
塑
聲
壁

○　○　○

○　　　○

○

燕

納

揚

日
衆
花

○　○

○　○　○

　
　
近
ご

ろ
は
則
ち
然
ら
ず
、
『
金
叙
』
『
琵
琶
』
諸
本
を
硯
て
老
戯
と
爲
し
、
乱
弾
・
灘
王
・
小
調
を
以
て
新
腔
と
爲
す
。
多
く
小
旦
を

　
　
撲
ぴ
・
雑
ふ
る
に
描
科
を
以
て
し
・
多
く
行
頭
を
置
き
・
再
び
面
具
を
添
へ
て
、
競
め
て
新
奇
を
稽
す
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
観
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
盆
ミ
衆
し
。
如
し
老
戯
の
一
た
び
上
場
さ
る
れ
ば
、
人
人
星
散
す
。
山
豆
に
風
氣
の
然
ら
し
む
る
や
。

　
観
客
の
杜
會
的
階
層
の
差
異
も
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
か
く
の
ご
と
き
趨
勢
に
あ
っ
て
、
新
興
の
聲
腔
を
輯
録
し
た
こ

と
が
、
『
綴
白
裏
』
盛
行
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
の
各
書
は
乾
隆
、
も
し
く
は
績
く
嘉
慶
年
聞
に
上
梓
さ
れ
た
曲
譜
、
あ
る
い
は
演
目
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
『
綴
白
装
』

所
牧
の
新
興
の
地
方
劇
三
十
四
種
七
十
勧
を
徴
す
る
と
、
『
綴
白
袋
』
が
巷
閲
に
お
け
る
上
演
を
多
藪
輯
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
（
〔
〕
は
略
稠
）

　
・
安
樂
山
樵
『
燕
蘭
小
譜
』
巻
之
二
・
三
「
花
部
」
、
乾
隆
五
十
年
（
一
七
八
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
燕
〕

　
・
葉
堂
『
納
書
檀
曲
譜
』
外
集
巻
二
・
補
遺
巻
四
、
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
納
〕

　
・
李
斗
『
揚
州
書
紡
録
』
巻
五
「
新
城
北
録
下
」
、
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
揚
〕

　
・
小
鐵
笛
道
人
『
日
下
看
花
記
』
、
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
日
〕

　
・
衆
香
主
人
『
衆
香
國
』
、
嘉
慶
十
一
年
（
一
八
〇
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
衆
〕

　
・
焦
循
『
花
部
農
謂
』
、
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
花
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
輯
録
、
著
録
さ
れ
る
演
目
を
拾
い
集
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
、
以
下
の
ご
と
く
二
十
勧
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（他
書

に
も
同
一
の
散
繭
が
輯
録
、
著
録
さ
れ
る
『
綴
白
装
』
の
散
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
を
掲
げ
、
散
餉
名
〈
聲
腔
名
も
し
く
は
作
品
名
〉
と
輯
録
編
数
も
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思
凡
（
壁
海
記
）
　
　
－
6
樂

○

○

○

○

○

迭
昭
（
青
塚
記
）
　
　
－
6
昇

○

○

相
罵
（
榔
子
腔
）
　
　
－
6
昇

○

○

過
關
（
榔
子
腔
）
　
　
－
6
平

○

連
相
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
萬

O
　
l

看
燈
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
方

○

趨
子
（
清
風
亭
）
　
　
－
1
1
方

○

請
師
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
方

○

播
撞
（
如
意
鈎
）
　
　
－
1
1
方

○

戯
鳳
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
同

○

算
命
（
何
文
秀
）
　
　
－
1
1
同

○

別
妻
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
同

○

○

上
蚊
（
娯
蛤
嶺
）
　
　
－
1
1
同

○

○

借
靴
（
高
腔
）
　
　
　
－
H
同

○

磨
房
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
慶

○

串
戯
（
榔
子
腔
）
　
　
－
1
1
慶

○

打
麺
鉦
（
榔
子
腔
）
　
－
1
1
慶

○

併
記
す
る
。
○
は
他
書
に
お
い
て
同
一
の
散
勧
が
輯
録
、
著
録
さ
れ
て

い

る
も
の
に
附
す
）

　
『
綴
白
裏
』
は
、
乾
隆
壬
辰
（
三
十
七
年
）
中
秋
月
の
刊
記
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
つ
桐
郷
朱
鴻
釣
の
「
綴
白
袋
十
集
序
」
に
「
古
呉
銭
子
浦
思
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
當
初
は
「
金
闇
實
仁
堂
」
か

ら
梓
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
專
ら
蘇
州
一
帯
で
行

わ
れ
た
演
劇
の
み
を
輯
録
し
た
も
の
の
ご
と
く
に
思
わ
れ
が
ち

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
乾
隆
癸
未
（
二
十
八
年
・
一
七
六
三
）
孟

春
の
刊
記
を
有
す
る
許
永
昌
の
「
綴
白
装
八
集
序
」
に
よ
れ
ば
、

銭
徳
蒼
は
河
北
、
山
西
、
山
東
、
湖
北
の
各
地
を
滋
遊
し
、
音

曲
に
深
い
造
詣
を
有
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
各
地
の
演
劇
に
つ

い
て

の
知
見
を
も
廣
め
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
銭
君
浦
思
、
髪
年
英
俊
、
屡
ミ
場
屋
に
蹴
く
。
然
れ
ど
も

　
　
豪
放
不
羅
、
性
　
音
律
を
好
み
、
常
に
燕
・
趙
・
齊
・
楚

　
　
を
逝
遊
し
、
諸
王
公
貴
人
、
其
の
才
を
羨
ま
ざ
る
は
莫
く
、

　
　
羅
ね
て
之
を
幕
下
に
致
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
も
、
銭
君
　
屑

　
　
し
と
せ
ざ
る
な
り
。
唯
だ
酒
旗
歌
扇
の
場
に
鉄
宕
し
、
歳

　
　
ご
と
に
『
綴
白
裏
』
一
冊
を
輯
め
、
自
歌
自
、
啄
、
酔
ゑ
る
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ま
　

　
　
が
若
く
狂
へ
る
が
若
く
、
凡
そ
七
た
び
刻
せ
り
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
南
方
で
の
記
録
を
と
ど
め
る
『
揚
州
董
紡
録
』
や
『
花
部
農
語
』
は
も
と
よ
り
、
北
京
で
の
見
聞
に
基
づ
く

『燕
蘭
小
譜
』
、
『
日
下
看
花
記
』
、
『
衆
香
國
』
の
み
に
記
録
さ
れ
る
演
目
も
、
『
綴
白
装
』
に
輯
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
筒
、
地
方
劇
を
輯
録
す
る
十
一
集
外
編
は
、
恐
ら
く
翻
刻
に
播
わ
っ
た
者
に
演
劇
に
封
す
る
見
識
が
乏
し
か
っ
た
た
め
か
、
聲
腔
の
呼

稽
以
外
の
部
分
に
は
、
乾
隆
三
十
九
年
の
編
輯
當
初
か
ら
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

⊥ノ、

　
で

は
、
當
時
の
演
劇
界
に
お
い
て
『
綴
白
蓑
』
の
存
在
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
銭
徳
蒼
の
手
に
成
っ
た
當
初
の
『
綴
白
装
』
は
、
俳
優
の
指
南
書
と
し
て
の
債
値
を
有
し
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
三
者
の

手

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
文
の
言
説
は
、
例
え
褒
瞬
で
あ
る
に
せ
よ
、
該
書
の
實
情
を
能
く
言
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
第
二

次
編
輯
の
『
補
訂
時
調
昆
腔
綴
白
袋
七
編
』
の
朱
緑
建
序
に
、
「
故
に
一
集
の
出
つ
る
毎
に
、
彼
の
梨
園
中
　
奉
じ
て
指
南
と
爲
さ
ざ
る

は
無
く
、
…
…
」
と
言
う
他
に
も
、
同
じ
く
第
二
次
編
輯
の
『
校
訂
時
調
昆
腔
綴
白
蓑
四
編
』
冒
頭
に
附
さ
れ
る
、
「
丙
戌
（
乾
隆
三
十
一

年
・
一
七
六
六
）
仲
秋
、
青
浦
陸
伯
規
書
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
「
綴
白
装
四
集
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
銭
子
　
復
た
『
綴
白
袋
』
四
集
を
輯
め
、
新
聲
逸
調
、
特
だ
に
梨
園
樂
部
の
奉
じ
て
指
南
と
爲
す
の
み
な
ら
ず
、
抑
〉
亦
た
鼓
吹
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
明
に
し
て
、
風
俗
の
一
端
を
激
揚
す
る
な
り
。

　
ま
た
、
第
三
次
編
輯
の
『
重
訂
昆
腔
綴
白
蓑
七
編
』
に
附
さ
れ
る
「
乾
隆
甲
午
（
三
十
九
年
）
嘉
平
、
耕
雲
山
人
周
家
播
書
於
武
林
之

臨
江
艸
堂
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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と
と
の

　
　
『
綴
白
装
』
の
作
や
、
蓋
し
演
劇
の
緩
急
を
調
ふ
る
所
以
は
、
梨
園
子
弟
の
爲
に
其
の
勢
逸
の
宜
し
き
を
均
ふ
る
の
み
。
余
　
素
よ

　
　
り
宮
商
を
諸
ん
ぜ
ず
、
是
の
編
の
詞
義
を
翫
ぶ
に
因
り
て
、
文
質
或
勝
の
弊
無
く
、
殊
に
詞
曲
の
時
中
爲
る
可
く
、
優
伶
輩
　
皆
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
奉
じ
て
以
て
蹄
と
爲
す
可
き
者
な
り
。

　
上
梓
さ
れ
た
當
初
は
俳
優
が
違
用
す
る
に
足
り
得
た
と
し
て
も
、
奮
來
の
昆
山
腔
に
取
っ
て
代
わ
り
新
興
の
聲
腔
が
目
覧
ま
し
い
登
展

を
遂
げ
た
當
時
に
あ
っ
て
は
、
時
代
の
経
過
に
つ
れ
て
實
際
の
上
演
に
そ
ぐ
わ
ぬ
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
乾
隆
四
十
六
年
の
四
教
堂
梓
行
本
に
お
け
る
散
餉
の
移
動
と
新
増
、
乾
隆
五
十
二
年
の
嘉
興
増
利
堂
梓
行
本
に
お

け
る
散
餉
の
加
刑
、
ま
た
四
教
堂
梓
行
本
に
お
い
て
榔
子
腔
を
全
て
雑
劇
と
改
稻
し
た
り
、
全
編
の
封
面
に
桂
月
棲
梓
行
と
あ
る
匪
集
本

の
六

編
、
及
び
嘉
興
博
雅
堂
梓
行
本
の
十
一
集
外
編
で
は
榔
子
腔
の
一
部
を
昆
ざ
腔
と
稿
す
る
が
ご
と
き
、
昆
山
腔
以
外
の
地
方
劇
の
呼

稻
の
饗
更
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
事
實
、
徐
珂
『
清
稗
類
紗
』
「
戯
劇
類
」
の
「
昆
曲
戯
」
に
は
、
嘉
慶
・
道
光
年
閲
に
あ
っ
て
、
宴
席
で
の
演
劇
上
演
に
お
い
て
は
、

俳
優

は
射
利
に
腐
心
す
る
の
み
で
、
新
聲
新
曲
の
紹
介
は
等
閑
覗
し
た
こ
と
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
彼
ら
が
違
奉
し
た
『
綴
白
蓑
』
が
乾

隆
の
上
梓
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
嘉
（
慶
）
・
道
（
光
）
の
際
、
海
内
の
宴
安
、
士
紳
の
謙
會
は
、
音
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
樽
せ
ず
。
而
し
て
郡
邑
城
郷
、
歳
時
祭
饗
も
亦

　
　
た
劇
有
ら
ざ
る
は
無
し
。
用
ゐ
し
こ
と
日
〉
以
て
多
く
、
故
に
調
べ
は
日
ミ
以
て
下
る
。
伶
人
　
筍
も
射
利
を
圖
り
て
、
但
だ
霜
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

　
　
す
る
こ
と
の
み
を
求
め
て
、
已
に
場
を
充
た
す
に
足
れ
り
。
故
に
從
て
新
聲
新
曲
の
其
の
聞
に
出
つ
る
は
無
し
。
『
綴
白
装
』
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ね

　
　
は
、
猶
ほ
乾
隆
の
時
本
な
れ
ば
な
り
。

　
以
後
、
巷
閲
に
お
い
て
行
わ
れ
た
戯
曲
の
散
勧
を
輯
録
す
る
選
本
と
し
て
は
、
乾
隆
五
十
九
年
の
葉
堂
『
納
書
橿
曲
譜
』
を
除
く
と
、

同
治
九
年
（
一
八
七
〇
）
の
遍
雲
閣
主
人
の
序
を
有
し
、
上
海
著
易
堂
書
局
印
行
の
『
遇
雲
閣
曲
譜
』
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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王
錫
純
輯
、
李
秀
雲
拍
正
に
係
る
該
書
は
、
工
尺
譜
を
附
す
曲
譜
で
あ
り
、
し
か
も
昆
山
腔
の
散
餉
の
み
が
輯
録
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
先
行
の
『
綴
白
装
』
を
強
く
意
識
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
梓
の
経
緯
に
つ
い
て
は
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
ご

と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
さ

　
　
余

性

傳
奇
を
好
む
。
其
の
悲
歎
離
合
、
曲
に
人
情
を
檜
く
こ
と
の
、
閲
歴
に
勝
る
を
喜
べ
ば
な
り
。
而
る
に
其
の
善
本
無
き
を

　
　
惜

し
む
。
『
納
書
橿
』
の
奮
本
有
り
と
難
も
、
要
は
皆
な
『
九
宮
』
も
て
譜
を
正
す
。
後
に
『
綴
白
蓑
』
出
つ
る
や
、
白
文
倶
に
全

　
　
く
、
歌
を
善
く
す
る
者
　
撃
奉
し
て
指
南
と
爲
す
。
奈
ん
せ
ん
相
ひ
沿
ひ
て
今
に
至
り
、
梨
園
演
習
の
戯
、
又
た
多
く
合
は
ず
。
家

　
　
に
二
三
の
伶
人
有
り
、
其
れ
を
し
て
「
納
書
橿
』
『
綴
白
装
』
の
中
に
細
か
に
校
正
を
加
へ
、
清
宮
を
愛
じ
て
戯
宮
と
爲
し
、
繁
白

　
　
を
捌
り
て
簡
白
と
爲
し
、
芳
に
工
尺
を
註
し
、
外
に
は
板
眼
を
加
へ
、
投
ぜ
し
時
に
合
ふ
に
務
め
し
め
ん
こ
と
を
命
じ
、
以
て
同
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
に
公
に
す
。
事
游
戯
に
渉
り
、
未
だ
敢
へ
て
諸
を
大
雅
に
質
さ
ず
。
然
る
に
花
農
月
夕
、
檀
板
清
謳
、
未
だ
始
め
て
恰
情
の
一
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
と
も
あ
れ
、
『
綴
白
袋
』
は
坊
刻
本
で
あ
り
な
が
ら
彩
多
の
書
韓
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
、
今
日
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
翻
刻
の
過
程
に

お
い
て
、
若
干
の
補
訂
が
施
さ
れ
、
二
系
統
に
分
化
す
る
も
の
の
、
適
切
な
補
訂
を
加
え
得
る
人
物
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
原
刻

本
の
面

目
は
概
ね
保
た
れ
績
け
る
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
再
三
に
亙
る
翻
刻
版
の
梓
行
は
、
實
際
の
上
演
に
即
し
た
内
容

を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
當
時
の
江
南
演
劇
界
、
な
か
で
も
俳
優
達
に
と
っ
て
極
め
て
有
用
な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
た
め
に
多
く
の
需
要
に
雁
え
る
た
め
の
暇
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
曹
來
の
昆
山
腔
だ
け
で
は
な
く
、

新
興
の

聲
腔
を
も
輯
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
博
く
俳
優
、
観
客
、
讃
者
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
綴

白
蓑
』
の
上
梓
と
、
そ
の
度
重
な
る
翻
刻
は
、
當
時
の
演
劇
の
様
相
、
と
り
わ
け
新
奮
聲
腔
の
交
替
を
如
實
に
表
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注（
1
）
　
「
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
裏
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
」
（
『
東
方
學
』
第
九
十
八
輯
、
一
九
九
九
）
。

（
2
）
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
本
。

（
3
）
原
文
は
「
玩
月
主
人
向
集
『
綴
白
装
』
、
銭
子
徳
蒼
捜
採
復
増
輯
、
一
而
二
、
二
而
三
、
今
則
廣
爲
六
し
。
因
に
、
乾
隆
三
十
五
．
三
十
六
年
に

　
　
お
け
る
第
二
次
編
輯
版
の
同
序
に
は
「
今
則
廣
爲
八
」
と
あ
る
。

（
4
）
原
文
は
「
今
君
毎
歳
輯
『
白
装
』
一
冊
、
已
成
六
編
。
其
聞
節
奏
高
下
、
闘
箏
緩
急
、
脚
色
勢
逸
、
誠
有
深
得
乎
場
上
之
痛
療
者
。
故
毎
一
集

　
　
出
、
彼
梨
園
中
無
不
奉
爲
指
南
、
無
怪
堕
断
輩
之
圓
利
翻
刻
也
。
…
…
聞
繕
本
已
付
剤
剛
、
柳
誌
藪
言
以
慮
君
請
。
而
亦
以
塊
世
之
濫
竿
者
之
悟

　
　
不
知
恥
也
」
。

（
5
）
　
原
文
は
「
僕
年
來
生
計
粛
條
、
窮
愁
盆
甚
。
酒
酎
之
際
、
博
探
時
腔
、
柳
以
駆
遣
愁
魔
。
偶
付
梓
人
、
不
意
頗
合
時
宜
、
梢
得
少
覚
錨
鉄
、
頼

　
　
以
醐
口
。
今
爲
友
人
翻
刻
、
構
者
稀
而
値
頓
減
」
。

（
6
）
原
文
は
「
嚢
時
本
欲
於
六
集
後
、
再
編
一
集
。
不
期
坊
人
寛
以
七
集
示
余
、
因
痛
快
其
得
有
回
心
」
。

（
7
）
九
州
大
學
附
屡
圖
書
館
六
本
松
分
館
濱
文
庫
藏
本
。

（
8
）
す
な
わ
ち
「
故
毎
一
集
出
、
梨
園
中
無
不
奉
爲
指
南
、
誠
風
騒
之
鯨
事
也
」
に
作
る
。

（
9
）
京
都
大
學
文
學
部
藏
本
。

（
1
0
）
京
都
大
學
文
學
部
藏
本
。

（
1
1
）
　
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
藏
本
。

（
1
2
）
東
北
大
學
附
属
圖
書
館
藏
本
。

（
1
3
）
　
北
京
大
學
圖
書
館
古
籍
善
本
室
藏
本
（
書
號
　
口
＼
°
。
一
b
。
b
°
。
＼
°
。
ω
。
。
ふ
①
）
に
匪
集
さ
れ
る
零
本
の
一
。

（
1
4
）
　
前
掲
注
（
1
3
）
、
及
び
北
京
大
學
圃
書
館
古
籍
善
本
室
藏
本
（
書
號
　
口
＼
°
。
」
。
。
b
°
。
＼
°
。
ω
ぱ
゜
べ
）
に
匿
集
さ
れ
る
零
本
の
一
。

（
1
5
）
　
前
掲
注
（
1
3
）
に
同
じ
。

（
1
6
）
　
前
掲
注
（
1
3
）
に
同
じ
。

（
1
7
）
　
ソ
ウ
ル
大
學
校
附
属
圖
書
館
に
は
、
全
十
二
編
と
も
に
嘉
興
博
雅
堂
梓
行
本
か
ら
成
る
版
本
を
藏
す
る
。

（
1
8
）
孟
繁
樹
氏
『
中
國
板
式
饗
化
髄
戯
曲
研
究
』
（
文
津
出
版
杜
、
一
九
九
一
）
一
六
二
頁
引
用
の
原
文
は
「
榔
子
秩
腔
、
郎
昆
ざ
腔
、
與
榔
子
乱
弾
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腔
俗
皆
稠
榔
子
腔
。
是
編
中
凡
榔
子
秩
腔
則
簡
柄
榔
子
腔
、
榔
子
胤
弾
腔
則
簡
稿
齪
弾
腔
、
以
防
混
渚
」
。

（
1
9
）
　
前
掲
注
（
1
8
）
孟
繁
樹
氏
論
文
一
六
八
頁
。

（
2
0
）
　
前
掲
注
（
1
）
。

（
2
1
）
　
原
文
は
「
所
好
惟
秦
聲
・
曜
・
ざ
、
厭
聴
呉
騒
、
聞
歌
毘
曲
、
軌
関
然
散
去
」
。
　
　
’

（
2
2
）
原
文
は
「
近
則
不
然
、
覗
『
金
叙
』
『
琵
琶
』
諸
本
爲
老
戯
、
以
乱
弾
・
灘
王
・
小
調
爲
新
腔
。
多
搭
小
旦
、
雑
以
描
科
、
多
置
行
頭
、
再
添
面

　
　
具
、
方
稠
新
奇
、
而
観
者
盆
衆
。
如
老
戯
一
上
場
、
人
人
星
散
　
。
・
・
豆
風
氣
使
然
耶
」
。

（
2
3
）
原
文
は
「
銭
君
浦
思
、
髪
年
英
俊
、
屡
豚
場
屋
、
然
豪
放
不
羅
、
性
好
音
律
、
常
遡
遊
於
燕
．
趙
．
齊
．
楚
、
諸
王
公
貴
人
、
莫
不
羨
其
才
、

　
　
願
羅
而
致
之
幕
下
、
銭
君
不
屑
也
。
唯
鉄
宕
於
酒
旗
歌
扇
之
場
、
歳
輯
『
綴
白
装
』
一
冊
、
自
歌
自
分
味
、
若
酢
若
狂
、
凡
七
刻
　
」
。

（
2
4
）
　
原
文
は
「
銭
子
復
輯
『
綴
白
裏
』
四
集
、
新
聲
逸
調
、
不
特
梨
園
樂
部
奉
爲
指
南
、
抑
亦
鼓
吹
休
明
、
激
揚
風
俗
之
一
端
也
」
。

（
2
5
）
原
文
は
「
『
綴
白
裏
』
之
作
也
、
蓋
所
以
調
演
劇
之
緩
急
、
爲
梨
園
子
弟
均
其
勢
逸
之
宜
耳
。
余
素
不
諸
於
宮
商
、
因
翫
是
編
之
詞
義
、
無
文
質

　
　
或
勝
之
弊
、
殊
可
爲
詞
曲
之
時
中
、
優
伶
輩
皆
可
奉
以
爲
蹄
者
也
」
。

（
2
6
）
原
文
は
「
嘉
・
道
之
際
、
海
内
宴
安
、
士
紳
熟
會
、
非
音
不
樽
。
而
郡
邑
城
郷
、
歳
時
祭
奏
、
亦
無
不
有
劇
。
用
日
以
多
、
故
調
日
以
下
、
伶

　
　
人
荷
圖
射
利
、
但
求
繍
似
、
已
足
充
場
。
故
從
無
新
聲
新
曲
出
乎
其
聞
。
「
綴
白
裏
』
之
集
、
4
6
乾
隆
時
本
也
」
。

（
2
7
）
原
文
は
「
余
性
好
傳
奇
。
喜
其
悲
歎
離
合
、
曲
檜
人
情
、
勝
於
閲
歴
。
而
惜
其
無
善
本
焉
。
難
有
『
納
書
橿
』
奮
曲
、
要
皆
『
九
宮
』
正
譜
。

　
　
後
『
綴
白
嚢
』
出
、
白
文
倶
全
、
善
歌
者
筆
奉
爲
指
南
。
奈
相
沿
至
今
、
梨
園
演
習
之
戯
、
又
多
不
合
。
家
有
二
一
二
伶
人
、
命
其
於
『
納
書
橿
』

　
　
『
綴
白
装
』
中
細
加
校
正
、
愛
清
宮
爲
戯
宮
、
捌
繁
白
爲
簡
白
、
芳
註
工
尺
、
外
加
板
眼
、
務
合
投
時
、
以
公
同
調
。
事
渉
游
戯
、
未
敢
質
諸
大
雅
。

　
　
然
花
農
月
夕
、
檀
板
清
謳
、
未
始
非
恰
情
之
一
助
也
」
。


